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家庭用トレッドミルのSG基準 

SG Standard for Treadmills for Home-use 

 

１．基準の目的 

この基準は、家庭用トレッドミルの安全性品質及び消費者が誤った使用をしないための必要事項

について定め、一般消費者の生命又は身体に対する危害の発生の防止を図ることを目的とする。 

 

２．適用範囲 

この基準は、一般家庭で使用する健康の維持及び増進を目的としたトレッドミル（以下、「トレ

ッドミル」という。）について適用する。ただし、ここでいうトレッドミルは歩行又は走行面がベ

ルト構造のものに限るものとし、複数のローラ上を直接歩行又は走行するものは含まないものとす

る。 

なお、スポーツジム等の施設用、各種厚生施設用、医療用、測定用等は除く。 

 

３．種類 

トレッドミルの種類は、次のとおりとする。 

① 使用目的による区分 

・Ⅰ型：主に歩行運動を目的とし、時速6km以下のもの。 

・Ⅱ型：主に走行運動を目的とし、時速10km以下のもの。 

・Ⅲ型：主に走行運動を目的とし、時速10kmを超えるもの。 

 

② 駆動形式による区分 

・自走式：使用者が歩行又は走行することによって駆動するもの。 

・電動式：商用電源を使用して駆動させるもの。 

 

４．安全性品質 

トレッドミルの安全性品質は次のとおりとする。 

項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

１．外観、構

造及び寸

法 

 

 

 

 

 

 

１．トレッドミルの外観、構造及び

寸法は、次のとおりとする。 

 

(1) 表面にめっき、塗装等が施さ

れているものにあっては、安全

性を損なうおそれのある素地

の露出、はがれ等がないこと。 

 

(2) 身体が触れる部分には、先鋭
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部、ばり、とがり等がないこ

と。 

 

(3) 組立式のものにあっては、組

立ては容易で、かつ適切な方法

によって組み立てられた製品

の各部には、安全を損なうおそ

れのある緩み、がた、変形等が

ないこと。 

 

(4) 組立式以外の箇所は、各部の

組付け・接合は、堅ろうかつ確

実で、緩み、がた、変形等がな

いこと。 

 

(5) 外部に現れるボルト・ナッ

ト、リベット、溶接部等の先端

は著しく突き出していないこ

と。 

 

(6) 電動式にあっては、駆動力部

は容易に外れないカバー等で

覆われていること。 

 

 

(7) 駆動部及び可動部は、指等を

巻き込むおそれがない構造で

あること。 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 使用者の運動領域内には、調

整用レバー等の運動動作の妨

げとなるものがないこと。 

 

(9) 手すりの握り部は、容易にず

れたり、外れたりしないこと。 

 

(10) 歩行又は走行補助用の枠を

有すること。 

 

(11) 歩行又は走行面は、表１に示

す大きさ以上であること。 

 

表１．歩行／走行面の大きさ 

 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 

ベルト

幅 〇mm 〇mm 〇mm 

有効幅 

〇mm 〇mm 〇mm 

長 さ 

〇mm 〇mm 〇mm 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12) 電動式にあっては、速度等の

設定操作部は使用時に第三者

が誤操作しないよう配置され

ていること。 

 

(13) 接地部には、容易に外れない

滑り止め防止のための措置を

講じること。 

 

(14) 電動式にあっては、設定速度

に一気に到達せず、かつ速度調

節以外の方法による停止が可

能であること。 

 

２．トレッドミルの強度は、次のと

おりとする。 

 

(1) 歩行・走行面の強度試験を行

ったとき、各部に破損、変形又

は使用上支障のある異状がな

いこと。 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ベルトの

駆動性能

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 枠部の強度試験を行ったと

き、各部に破損、変形及び使用

上支障のある異状がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．トレッドミルのベルト駆動性能

等は、次のとおりとする。 

 

(1) 自走式にあっては、ベルトの

駆動試験を行ったとき、ベルト

の偏りがなく、かつ各部に破

損、変形及び使用上支障のある
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．安定性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異状がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 電動式にあっては、実走試験

を行ったとき、身体が触れる外

表面温度が室温〇℃以下であ

り、かつ各部に破損、変形及び

使用上支障のある異状がない

こと。 

 

４．安定性試験を行ったとき、浮き

の発生する引張力が表２の値以

上であること。 

 

表２．安定性試験 引張力 

 前 枠 側面枠 

歩 行 用 〇N 〇N 

走 行 用 〇N 〇N 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．電気的な

機能等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．電動式にあっては、電気的な機

能等は、次のとおりとする。 

 

(1) 電装部品関係は、その定格内

で使用されること。 

 

(2) 動作電圧は、定格電源電圧の

±10％以内であること。 

 

 

(3) 金属部と接地部間の漏れ電

流は〇A以下であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 絶縁抵抗は、電源プラグ両端

と製品金属部間で〇Ω以上で

あること。 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 絶縁耐力試験を行ったとき、

各部に異状が生じないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．トレッドミルの材料は、次のと

おりとする。 

 

(1) 耐食性材料以外は、防せい処

理が施されていること。 

 

(2) 歩行又は走行面用のベルト

の引張強さは表３の値以上で

あること。 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．付属品 

 

 

 

 

 

表３．ベルトの引張強さ 

      単位：N/cm 

材 料 

引 張 強 さ 

接 合 部 

以 外 
接 合 部 

ゴ ム 製 

以 外 
〇 〇 

ゴ ム 製 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．付属品は、使用上の安全性を損

なわないものであること。 
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5．表示及び取扱説明書 

   トレッドミルの表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

１．表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．トレッドミルには、容易に消え

ず、かつはがれにくい方法で次の

事項を表示すること。 

 ただし、(3)、(4)、(6)、(7)及

び(8)は使用時に特に目につきや

すい箇所に、大きな文字でその趣

旨を表示し、(9)は、購入時にも

必ず使用者にわかるよう、その趣

旨が表示されていること。 

 なお、その製品に該当しない事

項は省略してもよい。 

 

(1) 申請者（製造業者、輸入業者

等）の名称又はその略号 

 

(2) 製造年若しくは輸入年、又は

その略号 

 

(3) 家庭用 

 

(4) 歩行用であって、走行には絶

対に使用しないこと（自走式の

歩行用に限る）。 

 

(5) 定格 

定格電圧、定格周波数等 

 

(6) 使用前に取扱説明書に記載

される使用方法を必ず読み、適

正な使用方法をすること。 

 

(7) 必ず運動靴を履いて使用す

ること。 

 

 



 

12 

 

項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取 扱 説

明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 身体に変調があったら、すぐ

に使用を停止すること。 

 

(9) 健康の維持・増進を目的とし

た製品であるため、事前に医師

に相談する必要がある場合、必

ず相談してから使用する旨。 

 

２．トレッドミルには、次に示す趣

旨の各項目が記載された取扱説

明書を添付すること。 

 (1)は取扱説明書の表紙等の見

やすい箇所に示し、(6)～(9)は図

を併記すること。(5)、(10)～(13)

は安全警告標識等を併記するな

どしてより認知しやすいもので

あること。 

 なお、その製品に該当しない事

項は省略してもよい。 

 

(1) 取扱説明書を必ず読み、保管

すること。 

 

(2) 家庭用であるため、学校、ス

ポーツジム等、不特定多数の使

用者によって使用される用途

に用いないこと。 

 

(3) 歩行用は、安定性等の必要な

安全要件を損なうことがある

ため、走行には用いないこと。 

 

(4) 使用者の体重制限 

 例．〇kg以下 

 

(5) 健康の維持・増進を目的とし
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

た製品であり、事前に医師に相

談する必要がある場合、及び家

庭内リハビリ用に使用する場

合は、必ず医師に相談してから

使用すること。 

 

(6) 各部の名称：有効使用面（安

全に使用するための歩行・走行

面エリア）を含む。 

 

(7) 部品の構成 

 

(8) 組立・分解方法 

 

(9) 調節・調整方法 

 

(10) 子供が遊具等として使用し

ないことを保護者の責任で注

意すべきであること。 

 

(11) 設置上の注意 

①浴室付近等の湿気の多い場

所や水滴等が製品にかかる

場所への設置は、さびの発生

や電気部品の不具合等が発

生するおそれがあるため、注

意すること。 

 

②使用中の運動動作領域を十

分確保できる水平な床面上

に設置すること。 

 

③ゴム製のベルト面が直射日

光にさらされる場所には設

置しないこと。 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

④電気的な各接続部は、確実に

接続されており、濡れたり、

燃えやすい物が近くにない

ことを確認して使用するこ

と。 

 

(12) 使用上の注意 

①ゴム製ベルトが一方的に偏

ってきたり、外れそうになっ

たりした時は、直ちに調節部

等で調節するか、製造業者等

に連絡して対応方法を確認

すること。 

 

②ゴム製ベルトは、局部的にき

裂等が発生するとそれが進

展して使用中に破損して危

険であるため、随時確認して

使用すること。 

 

③接地部のがたや、手すり等の

接合構成部に緩み等がない

よう調整して使用すること。 

 

④用途（所定の使用方法）以外

の使用は行わないこと。 

 

⑤同時に２人以上で使用しな

いこと。 

 

⑥乗降する場合等に、ハンドル

にもたれかかったり、使用中

に周囲の人が製品や使用者

を押したり引いたりすると、

安定性を損なうおそれがあ

るため、注意すること。 
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項  目 基 準 基 準 確 認 方 法 

 

⑦身体に変調があったら、すぐ

に使用を停止すること。 

 

⑧運動靴を履き、運動に適した

服装で使用すること。回転、

駆動部に巻き込まれるおそ

れがあるため、ひも類のない

服装とすること。 

 

(13) 保管方法及び保管上の注意 

①使用しない場合は、別の用途

には使用しないよう、特に子

供が使用しないようコンセ

ントを抜いておくなど注意

すること。 

 

②屋外や湿気の高い所への保

管は、さびの発生、電気部品

等の不具合の原因となるた

め、避けること。特に、ゴム

製ベルトの劣化の原因とな

るため、直射日光や高温の場

所に保管しないこと。 

 

(14) ＳＧマーク制度は、トレッド

ミルの欠陥によって発生した

人身事故に対する補償制度で

ある旨。 

 

(15) 製造業者、輸入業者、販売業

者等の名称、住所及び電話番

号。 
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参考付図 

前枠を有するもの： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前枠及び側面枠を有するもの： 

 


